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2022 年の暮れ、映画「夢みる小学校」上映会。私は学校法人あけぼの学園の講堂に

いました。コクレオの森単独では、私立学校設立が難しく、一緒に組める学校法人を

探していたので、お話できたらいいなと思い、参加していたのです。

その日、上映会に先立ち、安家周一理事長と安家匠園長が、上映会を開催する思いを話さ

れたのですが、その話に全身に鳥肌が立つのを感じました。理事長が東京の自由学園

のご出身で、園長がきのくに子どもの村学園の一期生。自分たちが受けたよう

な、子どもの興味関心から学べる、対話や体験を大切にする民主的な小学校を

創りたいというお話でした。

コクレオの森の運営委員会でもあけぼの学園の名前が出ていた

ことから、映画終了後、「よろしければ、私たちと一緒に小学校を

創ってもらえませんか？」とお願いし、一緒に廃校を探して、私立小学校を

設置することを模索してきました。

コクレオの森にとっても、新たなチャレンジとなりますが、

あけぼの学園さんと手を取り合い、一歩一歩進んでいければ

と思っています。

MIHO FUJITA

結婚披露宴などで、「二人は赤い糸で結ばれていた」、

という言葉をよく聞きます。私はあまり信用していませんでした。

なぜならば「配偶者」という漢字にも現れていますが二人は「偶然に配られた者」で

あって、双方が結ばれ続けるのは不断の努力が必要と思うからです。

私達も現在の義務教育に不安を感じていました。

保護者からも、「あけぼの小学校は…」と問われることが多くありました。

そしてこの度、私たちは偶然に出会ってしまいました。双方は求めている人間観も

教育的思想も目指している方向が同じようでした。20 年間着実に NPO 活動が

続いていることを尊敬しますし、コクレオの皆さんが求めておられた学校の

イメージと、私たちが 70 年間希求してきた、子どもが主人公の

野生的で共存できる人間像が一致したのだと思います。

いろいろすり合わせながら、これから長い道のりを

一緒に歩こうと心に決めました。

どうぞよろしくお願いします。

AKE SHUICHI
あけぼの学園 理事長：安家 周一

代表理事：藤田美保

2023年4月～2024年3月の活動

支援者数 185名
のべ

金額

6,445,000円

※マンスリー寄付と
単発寄付の合計です

みんなで創るミライの学校プロジェクト
SPECIAL

兵庫県猪名川町旧六瀬中学校跡地活用事業に学校法人あけぼの学園さんと共に

応募し「学校を中心とした住み続けられるまちづくり事業」を提案しました。

結果、2024年7月に優先交渉事業者に選定され、

2026年4月に私立小学校の開校を目指しています。（学校設置申請予定）

みんなで創るミライの学校プロジェクト
オンラインイベント

5月20日　参加者52名
子どもも教師も幸せな学校とは　
HILLOCK  蓑手 章吾さん

第11回

7月28日　参加者38名
こどもまんなかの保育と教育　
森のようちえん　ウィズナチュラ　岡本 麻友子

第12回

12月1日　参加者40名
私を生きる人が増える　コクレオの森とは　
～コクレオのメンバーが語る2022年の活動報告～

第13回

「夢みる小学校」上映会
オオタヴィン監督トークセッション
千里金蘭大学　9月23日　参加者102名 

20周年

記念 ご支援ありがとうございます。
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こどもの森
KODOMONO MORI

小学部の低学年クラスでは「体力測定」「こどもの

森城（ダンボール迷路）」「年に2回のお泊まり会」

など、子ども発案のイベントが多数開催されまし

た。これからも子どものやりたい気持ちを大事にす

る場でありたいです。

小学部の高学年クラスは、テーマの時間に子どもの

権利について学習しました。自分の気持ちや意見を

どう表現していくのかを、私たち大人が力を持って

いる側であることを自覚しながら、子どもたちと一

緒に考え続けていきたいと思います。

中学部は、京都での宿泊オリエンテーションから始

まり、2学期のワールドオリエンテーションでは「発

酵」について学びました。秋には2度目の文化祭も

実施し、冬には雪山でのスノーシュー体験にも挑戦

しました。

10月に行った20周年を祝う会では、たくさんの卒業生が来てくれま
した。懐かしい顔ぶれに時間の流れるスピードを感じつつも、これか
らもこどもの森からたくさんの人たちが巣立っていくことを願ってい
ます。

箕面小野原校舎に移転して、14年
小学部は47名。中学部は20名になりました。

2023年度活動報告

子どもが学びの主人公  /  学ぶと生きるをデザインする

20周年を祝う会

佐野 純

校長(2023年度)

皆さんはプロジェクトの時間で「自分は今何をしたいのか」という問いに向き合い続けてきました。そ
れが大切な理由が3つあります。1つ目は、学ぶことは、まず自分の内側の興味関心から始まるものだか
ら。2つ目は「何かを学ぶ時にタイミングがとても大切だから」。「これがやりたい！」と思った時を逃
さずに取り組むことで、得られるものが多く、豊かな学びになります。3つ目は「自分にしかない世界・
マイワールドを育てていくことによって“自分の生き方“が見えてくるから」。それがそれぞれの「学ぶ
と生きるをデザインする」に繋がっていくはずです。そんなプロジェクトから生まれたものは１つとし
て同じものはなく、他の人と比べられるものではなくて、その人だからこその特別な価値があります。
皆さんの表現は、そのままで本当に素晴らしい。 

自分は今何をしたいのか (`23卒業式のスピーチより)

協力して活動する

自分を表現する

自律して学習する

多角的に考える
中学部の
研修旅行

高学年の
  テーマ学習！

2023年の様子

低学年の
お泊まり会

「こども基本法」が施行されたことを受け、高
学年ではテーマ学習で「こども基本法」につ
いて学びました。「自分が大切にされてい
る・大切にされていないと感じる時」をイ
メージしたアート、子どもの権利条約につい
ての街頭インタビュー、「聞かせて！みんな
の意見 こども基本法絵本」を制作。印刷費用
はクラウドファンディングで集め、絵本はこ
ども家庭庁にも届きました。

2023年度から「こどもりマイプロジェクト展」
というプロジェクトの展覧会がスタート。体験・
展示・発表コーナーに分かれ、オリジナル絵本・
キャラクターづくり、木工の家やイラスト、３D

モデリングなど、それぞ
れの「好き」「やってみ
た」が大集合するイベン
トとなりました。

こどもの森では、学校内
での困りごとをみんなで
話し合って、解決してい
ます。この日の集会の議
題は、「ホールにくつ下
が落ちていて、そうじの
時に困る。」というもの。
ただ問題を解決すること
が教育の目的ではなく、
問題解決のプロセスを子
どもたち自身が歩むこと
に、大きな価値を感じて
います。

23年度の中学部の研修旅行は韓国へ行きました。

3つのオルタナティブスクールを訪問し、同年代の人

たちと交流をし、言葉の壁も身振り手振りと熱い気持

ちで乗り越えました。DMZでは朝鮮半島の歴史を学

び、ソウル大学の教授や、在韓日本大使館の方とも繋

がって、たくさんの疑問に答えていただきました。

2度のおとまり会を実施した低学年。2学期は五月山動物園、池田城
へ。3学期は片道1時間の道のりを歩いて、巨大なすべり台のある公
園へ。どこに泊まるか、何をするか、ご飯はどうするか、どうやって行
くか…全てを子どもたちで話し合って決めました。みんなで協力して
準備し、トラブルも乗り越えながら無事おとまり会を終えました。

小学部の集会！

プロジェクト
～マイプロ展～

チャレンジする
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Manabeeでは、箕面こどもの森学園で大切にしている４つのエッセンス

「自己肯定感・自己決定・対話・ESD」をワークや対話を通してお伝えして

います。全日程参加の方は、その後共育プログラムづくりと実施を

通して、学びを深めます。「こども基本法」が2023年４月に施行され

ました。子どもの権利を尊重する学び場の在り方は？大人の

在り方は？ということをこどもの森の実践に照らしつつ、これからも

共に考え、共に学び続けたいと思います。

学び場コーディネーターManabeeプログラム もりラボ

教育カフェ・マラソン

もりラボサークルのコーラス部がたち上がって3ヶ月後、2023年度

の活動が始まりました。部員も増え(16人)、6月には部の名前が

「コクレオン」に決まりました。コクレオンとして、6月に総会後の

懇親会、10月に20周年を祝う会、11月には里山マルシェ(黒川)、

そして1月に新年会で歌いました。普段は平日の夕方に練習していて

4～５人くらいの参加ですが、発表前は10人くらいで声を合わせて

います。歌う事が大好きな仲間と活動しています。

「子育てカフェ」は平日昼にオンラインで月１回開催してき

ましたが、2023年４月より新たに平日夜の部を増やしまし

た！お仕事されている人やパパさんにも好評で、お酒とおつまみ

片手になごやかに学ぶ時間となっています。

扱うテーマは、「甘えと自立」「聴く」「境界線」「承認」「リフ

レーミング」など。自己肯定感を育む子育てについてお伝えし、

対話やワークを通じて参加者のみなさんと共に深めています。 

● 毎回毎回、とても勉強になりました。 同じようなことを前に聞いたことがあったとしても、そのときどきや参加者さんの感じで、気づきや感じ方が

変わったりして面白いです。 1カ月に1回でも、他の人に聞いてもらって自分自身を振り返ったり、対話や思考について意識したりすることで自分が

少しずつ変わっていっているのを感じます。 こういう会に出逢えてよかったです。
● 自分らしさを受け入れてもらえる優しい、あったかい、ほっこりな場所です。

こどもまんなか 学び場づくりプログラム「こどもの声を聴くために」

　   講座「子どもを信頼することから」（自己肯定感・自己決定）

　   全日程参加者オンライン交流会

　   講座&合宿「子どもとつくる未来～対話と参画」（対話・ESD）

　   共育プログラムづくり　

　   報告会＆交流会

2023年度 Manabeeプログラム

1

2

3

4

5

2023年度のサスまなは、個人会員16名、団体会員13団体の方にご登録いただき

ました。サスまなメンバーでの交流会と、外部の方にも向けた学習会をそれぞれ

3回開催しました。交流会では、今年度からサスまなメンバーによる報告の時間

を設け、藤枝みんなのミライ楽校の横溝一樹さん、もえぎの中藤寛人さん、

マナビノの梅田真紀子さんが話してくださりました。他にも、メンター相談など

を通して、それぞれの学校づくりのサポートをさせていただきました。

スナックこくれおは、2023年4月のグランド

オープンから、毎週金曜日22:00～オンライン

にて開催し、毎回2～6名程の方が参加者されま

した。もう少し誰かと話したい。誰かが話して

るのを聞いていたい。今日は誰に会えるかな？

と、「何の目的も持たずに、何となく立ち寄れる

場」をオンライン上で開いています。

サステイナブルな学びプラットフォーム（サスまな）

コクレオスナック

夜の部「子育てBAR」を新たにスタート！

23年度サスまなイベント一覧

参加者の声

ミライの森
MIRAI-NO MORI

2023年度活動報告

こどもの森のハッピーアドバイス/子育てカフェ＆BAR

こそだての森
KOSODATE-NO MORI

2023年度活動報告

おとなの森
OTONA-NO MORI

2023年度活動報告

6/3 第4回

「オルタナティブスクールのつくりかた」

認定NPO法人 コクレオの森 代表理事 藤田美保さん

9/2 第5回

「私が公立中学校を退職してフリースクールを立ち上げた理由」

フリースクールココまな代表 土居倖実さん

2/2 第6回

「元小学校教員の主婦が、子育てをしながらイエナプランを参考に

小さな楽校を作っている話」　NPO法人 ころあい自然楽校 末永静さん

● Manabeeで学んだことは多過ぎてここには書ききれませんが、対話を重ねた経験は、今後の人生を変えると言っても過言はないと思います。それくら

い対話をすることで得られるモノの大きさに感動しました。そして対話の上手い下手ではなく、対話をしようっていう気持ちを持っているメンバーが集

まることで、違いを違いとして受け止められて、もう一歩前に進めるんだなーって感じました。本当に素敵な出会いをありがとうございました！

参加者の声

●2023年度、コーラスサークルのコクレオンに参加して良かったなと思うことをお伝えします。それは和やかな雰囲気で練習ができること、皆さん

と気持ちの良いハーモニーを奏でることができること、達成感を共有できることです。また大人自身が主体的に楽しむ姿勢を見せることで、子ども

にとっても学校が居心地の良い場所になるように思いました。

参加者の声

4/21 染矢 明日香さん (NPO法人ピルコン理事長)

6/2 石井 光太さん (ノンフィクション作家)

9/22 新城 拓也さん (緩和ケア医)

12/8 三木 幸美さん (とよなか国際交流協会)

2/9 中山 慶さん (株式会社ROOTS代表取締役)
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黒川里山センター
K U R O K A W A  S A T O YA M A  C E N T E R

コクレオの森は、20 2 3年度から兵庫県川西市の黒川里山センターを管理・運営することになりました。セ

ンターは避難所機能を備えた新棟（2024年オープン）と、廃校となった小学校（2024年度耐震改修工事中）を

利用した施設です。貸室としての利用促進のほか、里山の魅力を伝えるイベントを行い、都市部に住む人と農

山村地域の人の懸け橋になるような活動をしています！

1

里山スクールには毎回同じメンバーというわけではなく、お休みする人もいれば、久しぶりにやってくる

人もいます。春は山に入って野草を採り、夏は川に飛び込みます。秋や冬には、自分たちで枯れ木を集

め、たき火で体を暖めたり、焼き芋を焼いたりします。四季折々の自然が、その時々の暮らしを、遊びを

教えてくれています。学校でも家でもない、第三の居場所はやってきた人たちの心をふわっとときほぐし

ているのかもしれません。「風」は毎週水曜日・木曜日、小学生対象。「泉」は月2回金曜日、小学校5

年生～中学生対象です。

黒川で交流

黒川を知る講座
黒川里山塾

3
センターは、多くの人に黒川を好きになってもらいたいという想いから、

親子向けの自然体験活動や、地域のお店やパフォーマーが集まる

「黒川里山マルシェ」など気軽に来てもらえるイベントを開催しました。

また黒川を好きになった人の中で、将来黒川地域を盛り上げてくれる

ような人が出てきたらいいなと思っています。黒川地域の方々と

地域外の方々のやりたいことがマッチングできるように「みんな食堂」

というイベントを行い、地域の食材を使ってみんなでご飯を囲み

ながら交流しました。 

地域の方を講師にお招きし、黒川の自然や文化

の魅力を伝える講座をしています。

小・中学生向けの里山スクール2

企業や学校の研修、音楽や演劇のイベントや練習、親子サークルの集まりなど、様々

な団体が利用しています。ピザ窯でピザを焼いて、ウッドデッキで食べることもできま

す。ぜひご利用ください。利用について詳しくはホームページをご覧ください。

〒666-0101 兵庫県川西市黒川字中尾264

072-738-0107

水曜日～日曜日　9～17時（月火祝・休み）

https://kurokawa-satoyama.jp

黒川は、豊臣秀吉や千利休も愛用した茶会で使用される菊炭の生産地であり、菊炭の材料である

クヌギを育てるために人が常に手入れをしてきたことから、「日本一の里山」と呼ばれています。

利用について

黒川とは

7月

8月

9月

10月

12月

黒川の郷土料理のちまき作り

川の生きもの観察

雑草でスパイスカレー作り

妙見山ハイキング

冬の森探検

1月

2月

3月

黒川ハイキング

みそ作り

こんにゃく作り

23年度 実施イベント

～「風」「泉」～

􀙋

􀐬
􀆪
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2023年度活動計算書 [税込]（単位：円）

2023年4月1日～2024年3月31日まで

数字でみる
コクレオの森

2023 年度のコクレオの活動を象徴する数字を集めました。

＊2024.3 現在

※紙面の都合上こちらには掲載できませんでしたが、 貸借対
照表・資金収支計算書・財産目録は、当法人 の WEB サイト
(https://cokreono-mori.com/npo/news.html) に開示してお
ります。あわせてご覧くださいませ。

事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、当法人の状況を正しく示し
ているも のと認めます。又、計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、当法
人の財産及び損 益の状況をすべて重要な点において適正に表示しているものと
認めます。 2024 年 6月 15 日　監事 宮田 伸弘 / 屋代 由佳

コクレオ
イベント年間

参加者数

の
べ 69名

子育てカフェ
の
べ170名

教育カフェ
の
べ 67名

の
べ 52名

里山センター
イベント年間

参加者数
センター利用者数

8704名

の
べ128名

の
べ557名

森のアトリエ116組

箕面
こどもの森学園

入学希望見学者      

134 組

一般見学者

111名

派遣回数

22 回

箕面
こどもの森学園

卒業者数

小学部      

74 名

中学部

32 名

箕面
こどもの森学園

在籍者数

小学部      

47 名

中学部

21 名

コクレオの森

スタッフ数

常勤スタッフ      

8名

非常勤スタッフ

14名

コクレオの森

講師依頼

コクレオの森

会員数

正会員      

186名

賛助会員

167名
団体会員

7 団体

もりラボ

マナビー

里山塾

そら

の
べ781名
里山スクール 風・泉

箕面
こどもの森学園

箕面
こどもの森学園

卒業者数

箕面
こどもの森学園

在籍者数
コクレオの森

スタッフ数

コクレオの森

講師依頼

コクレオの森

会員数

総会員数352名　団体会員7団体①

このうち、1,780,134円はマンスリー寄付。
前受金とした学校設立に向けた寄付は
20,407,460円となりました。

②

このうち、キャリアアップ助成金が
1,377,000 円。育休助成金 285,000 円。
セブンイレブン記念財団、ACCU から
助成金をいただきました。

③

2023 年度の生徒数は小学部 47 名、
中学部は 21 名でした。

④

子育てカフェ、夏の学童の事業収入です。⑤

Manabeeプログラム、ともつく、教育カフェ
などの事業収入です。

⑥

サスまな、講師謝礼の事業収入です。⑦

豊能町からの業務委託の子育て広場は
2023年 6月で事業終了しました。

⑧

川西市里山センター指定管理事業
（1期目）及び自主事業の事業収入です。

⑨

20周年行事、書籍売上など。⑩

校舎損壊にかかる保険収入 2,878,839 円
がありました。この収入は工事費とし
て支出しています。

⑪

常勤職員 8 名、非常勤職員（専任含む）
14 名の人件費となります。

⑫

「こんな学校あったらいいな」を100冊追加
購入しました。

⑭

里山センターが開所し、事業支出が増え
ました。

⑬

その他経費には、広告宣伝費、保険料、顧
問料、リース料、租税公課などを含みます。

⑮

繰越財産を土台に廃校を使用した新し
い学校の設立と、コクレオの森の持続可
能な運営のための組織体制づくりを実現
させていきます。

⑯

経
常
収
益

経
常
費
用

経常費用計

管理費計

　その他経費

　人件費

● 管理費 

事業費計

　その他経費計

      支払  利息(事業)

      支払手数料(事業)

　　減価償却費(事業)

　　地代  家賃(事業)

　　水道光熱費(事業)

　　事務用品費

　　消耗品費

　　福利厚生費

　　会議費

　　期末棚卸高

　　書籍仕入

　　期首棚卸高

　　事業支出

　その他経費

　人件費/法定福利費

● 事業費

経常収益計

● その他収益

　NPO活動に必要な事業

　里山センター（指定管理）

   子育てひろば

   ミライの森

   おとなの森

   こそだての森

   こどもの森

● 事業収益

● 受取助成金等

● 受取寄付金

● 受取会費

勘定項目 2022年度（前期）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑭

⑬

⑮

⑯

⑪

95,815 ,556

93,584 ,846

2 ,230 ,710

70,000

2 ,300 ,710

55,177 ,129

8 ,946 ,963

6 , 325 , 645

2 , 621 , 318

46,230 ,166

8 ,133 ,466

-

-

3 , 879 , 314

783 , 000

250 , 846

218 , 820

43 , 616

66 , 160

10 , 031

△  178 , 905

285 , 956

288 , 595

2 , 486 , 033

38 , 096 , 700

57,477 ,839

197 , 040

-

-

5 , 017 , 200

771 , 837

949 , 624

2 , 615 , 553

40 , 820 , 515

300 , 000

4 , 972 , 070

1 , 834 , 000

2023年度（今期）

103,697 ,418

95,815 ,556

7 ,881 ,862

70,000

7 ,951 ,862

68,088 ,484

10,089 ,098

9 , 099 , 233

989 , 865

57,999 ,386

15,162 ,696

3 , 441

598 , 225

3 , 879 , 313

783 , 000

191 , 403

-

-

-

12 , 114

△  260 , 786

143 , 429

178 , 905

9 , 633 , 652

42 , 836 , 690

76,040 ,346

3 , 198 , 816

935 , 703

23 , 029 , 658

1 , 358 , 858

797 , 766

1 , 076 , 325

1 , 122 , 380

38 , 457 , 060

2 , 165 , 438

2 , 689 , 842

1 , 208 , 500

次期繰越正味財産額

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

税引前当期正味財産増減額
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2024年度の
主な活動計画

SCHEDULE

小学部のテーマ学習は「生き物」について、低学年・高学年がそれぞれのやり方で取り組みます。中学部は12月にマレーシアへの海外

研修旅行を予定していて、2学期はその学習が中心になります。同じ時期に、高学年は自分たちで集めた資金で和歌山に修学旅行へ、

低学年は2回目のお泊まり会を実施することになりそうです。

子育てカフェ&BAR

コロナ禍でオンライン開催だった子育てカフェは、2024年度よりリアル開催が復活。温度を感じながら語り合うよさを再実感していま

す。一方でオンラインのよさもあり、子育てBARは引き続きオンライン開催。子どもの自己肯定感、幸せな親子関係、おとなの自己肯

定感の3テーマを軸に学びます。昼はカフェ、夜はBAR、お好きな方にご参加ください。

おとなの森の教育カフェは、2013年から続けてきましたが、いよい

よ目標としていた100回を迎えようとしています。この3年ほどオン

ラインで開催してきましたが、2024年度はリアル（対面式）で行い

ます。参加型のイベントや視察ツアーなど予定しています。またこ

れまでとはちがう形で、参加者の方と一緒に対話の場を創っていき

たいと思います。みなさんのご参加お待ちしています！

2024年度の「サスまな」では、昨年度からスタートして好評のサ

スまなメンバーでの報告会を引き続き実施していきます。素敵な

方々がサスまなメンバーになってくださっているので、コミュニ

ティとして繋がれる機会を設けていきます。また箕面こどもの森

学園の教育や、他のスクールの教育についても学べる学習会を開

いていきます。

こどもの森

2024年より避難所機能を兼ねた新棟がオープンしました。木を多く使った室内と、里山の眺望が見渡せる大きな窓が特徴です。

旧黒川小学校は、2025年3月まで耐震改修工事中。リニューアルをお楽しみに。

秋はピザを焼くイベント、森づくりにマルシェ。冬はたき火やお味噌作りなど、季節を楽しむ企画を考え中！

黒川里山センター

こそだての森

おとなの森 ミライの森

コクレオと、ともにつくる

1

2

cokreono_mori@cokreono_moriコクレオの森

まずは、SNSで活動を知る

お金で支援する

3

① 都度寄附

ゆうちょ銀行四〇八支店 普通 6819072

口座名：NPO 法人コクレオの森

寄附金引受書をダウンロードし

右のQRよりFAX、または郵送ください

4

お買い物をして応援する

一緒にミライを創る

商品を購入いただくことで、売上の一部がコクレオの森への寄付となります。

個人でも法人でも、「ともにつくる会員」になりませんか？NPO会員に

入会していただくと、情報が届きコクレオの森の活動に参加できます。

郵便局でのお振込・お振替

銀行口座へのお振込

郵便振込用紙に必要事項をご記入の上、ご送金ください。

【振替払込】 00980-7-232403 

【ゆうちょ銀行口座】 記号：14020　番号：68190721 

【加入者名】 NPO 法人コクレオの森

ネットショップ

② オンライン寄付サイトからの寄付

子どもの個性を尊重し、対話のある学びの場を提

供する活動の輪を広めるため、二校目の設立をめ

ざしています。継続的な応援をお願いします。

1日16円からできるマンスリーサポーター

金額3000円～金額を選択して単発の

ご寄付をしていただけます。

ご寄付をいただければ、寄付者向けの

オンラインイベントにご参加いただけます。

クレジットカードで単発のご寄付

https://minori-pan.stores.jp/items/64d0f4d0f6dd21002c8f2653パン工房～みのり～

osakacut　ツヅクバーム https://osakacut.thebase.in/items/20933782

正会員 6,000円

賛助会員 3,000円

団体賛助会員は１万円～

12 132023 ANNUAL REPORT



このように年次報告書を作成し、皆さまにご報告できるのはご寄付・ご協賛いただいている方々のおかげです。ご支援ありがとうございます。（2024年8月）
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